
　近年は、地球温暖化の影響で予想を上回る降雨があり、また南海トラフ地震では30年以内の発生確

　宝塚市教育委員会より光明・末成地域における学校規模の適正化を見据えた上での光明小学校区の

まちづくり協議会のソフトランディングに取り組みたいと思います。

1）光明小学校区で伝統的に引継ぎされてきた「光明太鼓」「光明音頭」”和あるふるさと”を皆様と一緒

　（1）「三世代交流すいかまつり」7月25日土曜日に福井亀井自治会館で実施
　（2）「第42回光明小校区まつり」」11月初旬に実施

どのように守っていくのか

1.まちづくり計画の充実
　（1）後期計画（R8～R12）の見直し策定をした地域毎のまちづくり計画の方向性

を行いました。基本目標　①安全・安心な生活ができるまち②清潔で爽やか、歩いて楽しくなるまち

③健康・福祉の問題を大切にするまち　④青少年の健全育成を大切にするまち　　達成に向けて

コミュニティの強い力で地域を守りましょう。

率が85％と予想されています。それらを考慮した防災減災対策が急務となっている中、改めて地区

防災計画の重要性を地域の皆さんと共有していきたいと思います。
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3）末成地域との新たな課題の取り組みをどのようにするのか

以上を役員・理事・代議員の皆さんと共に新しい道を開いていきましょう

　（3）「とんどやきと子ども防災教室」1月16日土曜日に小学校校庭で実施
　（4）「地域福祉への取組み」

　（4）新小学校区を見据えた各部活動方針の取組み

２.交流と温もりのあるまちづくり

2026年は取り組んで行きます。

　（5）「交通事故・軽車両」から身を守る取組み
　（4）「防災訓練・防災研修会」の実施

２０２６年度事業計画　（案）

３.安全で安心なまちづくり
　（1）「光明小学校区地区防災計画」に沿った地域防災の今後の取組み方針
　（2）「子どもの安全と健全育成」の今後の推進
　（3）「安全福祉マップ」「いざの時のガイドブック」を生かした今後の取組み

2）光明小学校の避難所としての役割をどのように維持していくのか

「光明小校区まつり」や「とんどやき子ども防災教室」と恒例の行事で親睦を深めいざという時に

　（5）「高齢者の見守りと生活支援相談への取組み」

　（2）行政と市民の協働、市民と市民の協働によるまちづくりを進める
　（3）広報活動の充実と「ほのぼの　Vol.84・85」誌の発刊

    2025年度は地域ごとのまちづくり計画後期計画（R8～R12年）策定ガイドラインについて見直し
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